
英語語法文法学会第 32 回大会プログラム 
大会参加費：学会会員1,000円／当日会員 一般2,000円  学生1,000円 

 

日時：2024年 10月 19日（土） 〈当日は大学の食堂が利用できません。各自、昼食のご準備をお願いします。〉 

開催校：大阪公立大学  杉本キャンパス （〒558-8585 大阪市住吉区杉本 3 - 3 - 138） 

         ■ 新大阪駅から 

           JR阪和線にて約1時間、「杉本町(大阪市立大学前)駅」下車、東口すぐ 

       Osaka Metro御堂筋線にて約1時間、「あびこ駅」下車、4号出口より南西へ徒歩約15分 

         ■ 関西国際空港から 

 JR関空快速にて約1時間(堺市駅で各停に乗換)、「杉本町(大阪市立大学前)駅」下車、東口すぐ 

           詳細 https://www.omu.ac.jp/about/campus/sugimoto/ 

 

 

開 催 校 委 員：山本修 

大会実行委員：吉川裕介、山岡洋、住𠮷誠、出水孝典、中澤和夫、吉田幸治 

 
● 司会者・関係者（ワークショップ・研究発表・シンポジウム発表者）控え室（全学共通教育棟1階 814教室） 

● 大会本部・運営委員会室（全学共通教育棟1階 816教室） 

● 一般休憩室（全学共通教育棟1階 811教室） 

● 書籍展示（全学共通教育棟1階 811教室） 

 

 

受付： 10時00分より  全学共通教育棟1階  

ワークショップ（全学共通教育棟1階 813教室） 10.30 – 11.45 

                                                                    司 会 村上まどか（実践女子大学） 

1.  「it is time 関連表現と補文形式に関する一考察」………………………………………………………. 寺山里穂（金沢大学大学院） 

2.  「動詞 name に後続する前置詞」………………………………………….……………………………… 桑名保智（旭川医科大学） 

3.  「英語の自由関係節における補文標識の出現について」………………………………………….………… 松山哲也（和歌山大学） 

4.  「英文和訳で現れる逆接表現―Hercule Poirot’s Christmas を例に」……………..……………………… 田岡育恵（大阪工業大学） 

 

受付： 12時30分より  全学共通教育棟1階 

研究発表 13.00 – 14.45 

 

第１室（全学共通教育棟1階 813教室） 

司 会 須賀あゆみ（奈良女子大学） 

1. 「英語における周辺的後位修飾表現の諸相」 ….....................................................................................……… 髙松龍（東京大学大学院） 

2. 「範囲指定要素を強く要求する ly 副詞：物理的な位置を示す centrally を手がかりにして」……....… 松田佑治（名古屋学院大学） 

    3. 「動詞 work の語義と語彙アスペクト」….................………………………………………………………… 出水孝典（神戸学院大学） 
 
 

第2室（全学共通教育棟1階 812教室） 

司 会 堀田優子（金沢大学） 

1.  「make 複合他動詞構文における節目的語外置の際の形式目的語 it の有無について―コーパス調査と constructional contamination 

に基づく分析―」………………………………………………………………..……………………..… 木村快（慶應義塾大学大学院） 

2. 「主語位置の it が提示する状況描写の談話役割に関する一考察―小説のチャプター冒頭に着目した比較調査を基に―」 

.……………………….…..… 山本茉莉（同志社大学大学院）、山内信幸（同志社大学） 

3. 「that 節を従える NP be raised の諸特徴」 ………………………………………………………..…...…… 徳永和博（東京農業大学） 

 

総会（全学共通教育棟1階 813教室）15.00 – 15.20 

総合司会                     西脇幸太（岐阜聖徳学園大学） 

開会の辞 会  長 吉良文孝（日本大学） 

学会賞・奨励賞選考報告 会  長 吉良文孝（日本大学） 

事務局報告  事務局長 松原史典（京都女子大学） 

会計報告  会  計 小澤賢司（日本大学） 

 

シンポジウム（全学共通教育棟1階 813教室）15.35 – 17.45   

テーマ 「To 不定詞構文をめぐる現象」 

司 会 松原史典（京都女子大学） 

   1. 「It is Adjective of NP to VP 構文における To 不定詞節の意味的・文法的特質」………………………... 松原史典（京都女子大学） 

2. 「To 不定詞を伴なう擬似法助動詞の語法―be about to, be going to, be to を中心として―」…………………佐藤健児（日本大学） 

3. 「Tough 構文における To 不定詞補部の意味的・文法的特質」………………………………. 澤田治美（関西外国語大学名誉教授） 
 

閉会の辞 山本修（大阪公立大学） 

 

懇 親 会 18.00 – 19.30   会場：野のはなハウス（学術情報総合センター１階）  

（懇親会費：一般5,000円 学生3,000円） 

 

連絡先：英語語法文法学会 

〒605-0927京都市東山区渋谷通り東大路東入ル３丁目上馬町544 京都女子大学文学部 

英語文化コミュニケーション学科 松原史典 研究室内 

TEL：075-531-9082（内線）  FAX：075-531-9120（代表） 

（Email: segu.office@gmail.com ウェブサイト: https://segu.sakura.ne.jp） 

 


